
 令和４年度 市立函館高等学校 シラバス

科  目

体育

使用副教材

教  科 単位数 年次・コース 教 科  担任

保健体育 2 ３年男子 石郷岡 純一・上島 真一

評価の方法

評価の観点

使用教科書 現代保健体育（大修館）

科目の目標 道徳教育のねらい
健康や体力について合理的に実践し、運動技能を高めるとともに、それらの経験を通して、公正・協

力・責任などの態度を育て、強健な心身の発達を促して生涯を通して継続的に運動を実践できる能力

と態度を育てる。

集団行動や授業準備、実技におい

て、協力や思いやり、安全指導な

どを通じて道徳心を育てる。

各種目における実技テスト、記録・発表会での評価、

ペーパーテストによる評価

授業における練習の取組

方、ワークシートでの評価

授業の準備・後片付け

などへの協力姿勢、意

欲的な取組・グループ

での協力姿勢を評価

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度

運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じて勝敗を

競ったり、攻防の展開したり、表現したりするための各領域

の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けている。ま

た、選択した運動の技能（技）の名称や行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、練習や発表の仕方、スポーツを行う際

の健康・安全の確保の仕方について具体的な方法、スポーツ

の歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポー

ツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフの設計の

仕方を理解している。

生涯にわたる豊かなスポーツ

ライフの実現を目指して、自

己や仲間の課題に応じた運動

を継続するための取り組み方

を工夫している。また、自己

や仲間の状況に応じて体力を

高めるための運動を継続する

ための計画を工夫している。

運動の楽しさや喜びを深

く味わうことができるよ

うに、公正、協力、責

任、参画などに対する意

欲をもち、健康・安全を

確保して学習に主体的に

取り組もうとする。

1 2 3 4 5 6

主体的学習力 基礎力 思考・分析力
発信

表現力

自他認知・

協働力

計画

実行力
1 陸上競技（短距離・跳躍・投擲） ◎ ◯ ◯ ◎ ◯
2 体つくり運動・体力測定 ◎ ◯
3 体育理論 ◯
4 サッカーⅡ ○ ○ ◯ ◎ ◯
5 選択球技（バレー・ソフト・サッカー） ◎ ◯ ◯ ◎ ◯
6 選択Ⅰ（バレーorバスケット） ◎ ◯ ◯ ◎ ◯
7 選択Ⅱ（男女混合） ◎ ◯ ◯ ◎ ◯
8 クラス選択球技 ○ ○ ○
9
10
11
12

学習活動内容

市函DP（本校で身に付けさせたい１０の資質・能力）



３年男子体育 授業計画

月

(時数）

単元

実施

時数

実施反省

4月

5月

6月

6月

5月

6月

7月

７月

８月

9月

9月

10月

11月

10月

11月

12月

１１月

1２月

１月

・基本技術習得のための練習（９）

・記録測定（２）

選択Ⅱ（男女混合）（１０） ・男女混合選択

・「卓球」、「ソフトバレー」、（「テニポ

ン」）から選択し、実施する。選択した種目の

より高い技術や戦術を身につけ競技への理解を

深める。

・基本技術習得、グループ技能を高め

る練習、ゲーム形式（10）

体育理論（３） ・運動・スポーツの学び方を学習し、運動をよ

り合理的に実践する資質を養う。

・日本のスポーツ復興

・スポーツ環境

選択Ⅰ（１０） ・「バレーボール」、「バスケットボール」か

ら選択し実施する。技術向上、または仲間との

連携を高め、工夫した取り組みを実践する。選

択した種目のより高い技術や戦術を身につけ競

技への理解を深める。

・班編制、練習計画の作成（１）

・グループ練習の取り組み（５）

・ゲーム形式、スキルテスト（４）

授 業 計 画 実施状況

単元・考査等

（配置時数）
学習のねらい

学習内容

(配当時間）

体つくり運動・スポーツテスト

（６）

・集団行動・集団づくり、補強運動、スポーツ

テストを実施し自らの体力への理解を深め今後

の授業にいかす。

前

期

陸上競技（１１） 短距離（100m）・跳躍（三段跳び）、投擲

（ジャベリック）から選択し実施する。それぞ

れの種目の技術の修得を目指し理解を深め、記

録を測定する。

・体つくり運動・スポーツテスト

（６）・・・「体ほぐし運動」と「体

力を高める運動」を通じて、心と体の

状態を把握し仲間とともに運動に親し

むための基礎を養う。

体育理論（３） ・運動・スポーツの学び方を学習し、運動をよ

り合理的に実践する資質を養う。

・生涯スポーツの見方、考え方

・ライフスタイルに応じたスポーツ

サッカーⅡ（フットサル）（１２）・サッカーを実施し、基礎的技術の他にも集団

的プレー（戦術）、ポジションと役割を理解

し、ゲームスキルを高め、競技の理解を深め

る。※11対11

・基礎技術の習得（３）

・グループ、チーム戦術の修得（５）

・ゲーム形式（３）

・スキルテスト（１）

選択球技（３） ・球技大会で実施する・「バレー」、「ソフ

ト」、「サッカー」、「卓球」から種目を選択

し、技術向上、または仲間との連携を高め、工

夫した取り組みを実践する。

・球技大会種目の練習（３）

クラス選択球技（２） ・各クラスで球技を選択し、試合形式を中心に

実践する。

・これまで１年次、2年次で行った種目から複

数の種目を実践する。

・２時間程度の球技、試合を中心に実

践する。

・運営、審判など生徒自身で行う


